






研究目的 

 核黄疸の予防対策の一つとして血中総ビリルビン濃度(以下 TB と略す)と遊離ビリルビ

ン濃度(以下 UB と略す)の上昇防止が考えられる。我々が日常施行している光線療法は,こ

の点に関して有効な治療法である。 

 しかし最近副作用の可能性が示唆され,より安全で有効な光線療法のあり方が使用する

光源の種類,波長そして光エネルギー量の立場から検討されている。今後の安全で有効な光

照射のあり方を検討するため今回はまず我々が現在施行している光線療法の有効性にいか

なる因子が関与しているかを分析することである。 


